
取扱説明書 FXライトブレードハンドル

●取り扱いの際、手指をはさまないよう、ご注意ください。
●清掃用途以外には使用しないでください。
●本品を振り回したり、放り投げたりしないでください。
●火気に近づけないでください。
●不具合を感じたときは、直ちに使用をお止めください。

ご注意

モップ本体の組立方法 ラーグの取り付け方法

面ファスナーの交換方法（別売オプション品）

清掃面が下向きになるようにスペアを置き、その上
（中心部）にFXライトブレードハンドルを乗せてくだ
さい。この時、スペアが傾いていたり、片方にずれて
いないか注意してセットしてください。

ヘッド部のキャップを回して、はずしてください。

はずしたキャップを柄の下側から通して図
の位置まで差し込んでください。バネ凸を
指でつまむと簡単に入ります。

ヘッドに柄を差し込みます。この際、柄の
バネ凸をヘッドの穴にはめ込む要領で、
柄を回しながら調整し、「カチッ」と音がす
るのを確認してください。

キャップを矢印の方向に回し、
固定してください。
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ＦＸライトブレードハンドル　４５０
ＦＸライトブレードハンドル　60０
ＦＸライトブレードハンドル　90０
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※図は４５ｃｍで説明していますが、他のサイズも組立方法は同じです。

このたびは、本製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。安全に
お使いいただくため、ご使用前に本取扱い説明書をよくお読みの上、本書に掲げる
使用方法に従い、末永くご愛用くださいますようお願い申し上げます。また、お読み
になった後はいつでも取り出して読めるよう大切に保管してください。
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プレート裏面からエンドキャップのツメ
をマイナスドライバー等で押し、矢印の
方向へスライドさせながら外します。
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お手入れ
柔らかい布で拭いてください。汚れがひどい場合は中性洗剤を水またはぬ
るま湯で薄めたものを布に含ませ表面を拭きます。きれいに汚れが拭き取
れた後、乾いた布でから拭きをして水気を取り日陰で乾燥させてください。

高温多湿の場所は避け、直射日光の当たらない風通し
の良い場所で保管してください。

ガソリンやベンジン等の強い溶剤は使用しないでください。
変質や変色の恐れがあります。

保管方法

廃棄される場合は、法律や市町村の条例に定める廃棄
方法に従って廃棄してください。

廃棄方法

※中性洗剤以外の洗剤や薬品などを使用されますと、表面の劣化や
破損の原因になる恐れがありますのでご注意ください。

【ＦＸライトブレードラーグ（Ｄ）（Ｗ）にセットできます】

ラーグ

ツメ

エンドキャップ

面ファスナーをスライドして外し、新しい面
ファスナー（別売）と交換してください。
交換後エンドキャップを取り付けてくださ
い。
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